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問い合わせ 　交流推進課　電話：098-866-2479

第８回

世界のウチナーンチュを通じた世界のウチナーンチュを通じた
平和啓発交流平和啓発交流

沖
縄
移
民
の
歴
史
と
戦
争

今
年
は
戦
後
80
年
、
海
外
に
渡
っ
た
沖
縄

移
民
の
歴
史
に
は
、
戦
争
の
影
響
と
平
和
の

想
い
が
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
1
2
5
年
前
、
人
口
増
加
な

ど
社
会
的
要
因
に
よ
る
生
活
困
窮
か
ら
脱
す

る
た
め
に
、
海
外
に
そ
の
活
路
を
見
出
し
た

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
た
ち
。 

先
人
た
ち
は
、
生

活
や
文
化
の
異
な
る
移
民
先
国
で
、
数
々
の

苦
難
や
辛
い
体
験
を
乗
り
こ
え
て
、
故
郷
の

家
族
の
た
め
に
懸
命
に
働
き
ま
し
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
等
の
影
響
に
よ
り
、
自
ら
が
過

酷
な
状
況
に
あ
る
中
で
も
、
沖
縄
戦
で
の
悲

惨
な
時
期
に
い
ち
早
く
救
援
物
資
を
沖
縄
へ

送
り
ま
し
た
。 

母
県
沖
縄
の
戦
後
復
興
で
、

世
界
各
地
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
か
ら
温
か
い

手
が
差
し
の
べ
ら
れ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
県

民
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
と

周
知
に
向
け
た
取
組

県
で
は
、
海
外
へ
移
民
し
た
先
人
た
ち
が

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
に
経
験
し
た
差
別
、
強

制
収
容
、
財
産
没
収
と
い
っ
た
苦
難
の
歴

史
、
そ
し
て
戦
後
復
興
に
お
け
る
救
援
物
資

の
輸
送
な
ど
を
通
じ
た
活
躍
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
未
来
の
平
和
を
考
え
る
た
め
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
の
大
戦
と
沖
縄
移
民
の
関
係

性
と
い
う
観
点
か
ら
、
平
和
を
希
求
す
る

「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
沖
縄
移
民
の
歴
史
と
世
界
に
広
が
る

ウ
チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
要
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
ク

リ
ー
ン
バ
ナ
ー
お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制

作
し
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
バ
ナ
ー
は
、
沖
縄
県
立
図
書

館
内
で
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
向
け
平
和
学
習
の
開
催

県
内
に
住
む
若
者
が
沖
縄
移
民
の
歴
史
と

戦
争
の
教
訓
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
ら
を
若

者
自
身
の
こ
と
ば
で
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
校
生
10
名
を
パ

ラ
オ
共
和
国
に
派
遣
し
ま
し
た
。

パ
ラ
オ
は
戦
前
に
多
く
の
沖
縄
県
民
が
移

民
し
た
国
の
一
つ
で
、
一
時
は
パ
ラ
オ
に
住

む
日
本
人
移
民
の
４
割
が
沖
縄
か
ら
の
移
民

だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
戦

争
で
は
激
戦
地
と
な
り
、
戦
後
は
ほ
と
ん
ど

の
日
本
人
移
民
が
強
制
送
還
さ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
た
ち
は
、
博
物
館
視
察
や
県
系
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
て
、
移
民

１
世
の
経
験
や
そ
の
子
孫
の
方
々
の
沖
縄
に

対
す
る
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
戦
跡
訪
問
や
現
地
高
校
生
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
て
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

沖縄移民の歴史から平和を見つめなおすパネル展ミゼンティ高校の生徒と意見交換をする県内高校生

2美ら島沖縄 2025.12医療的ケア児の学校生活を支える看護師
学校で看護師として働く
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「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

県は、第107回全国高等学校野球
選手権大会で優勝した沖縄尚学高校
野球部に沖縄県県民栄誉賞を授与し
ました。また、同校野球部を率いた比
嘉公也監督に沖縄県スポーツ指導者
特別賞を授与したほか、40年以上、
本県代表校の応援演奏を行っている
市立尼崎高等学校吹奏楽部の羽地靖

隆総監督に感謝状を贈呈しました。
玉城知事は、県勢15年ぶりの優勝
を成し遂げた栄誉を称えるとともに、
県民やこどもたちに大きな感動を与
えてくれたことに感謝の言葉を述べ
ました。

知的障害者バスケットボール女子
チーム：沖縄FIDのチームメンバー
が県庁を訪れ、8月に福岡で行われ
た2025FIDジャパン・チャンピオン
シップバスケットボール大会におい
て、初優勝を成し遂げたことと、10
月25日から滋賀県で開催される第
24回全国障害者スポーツ大会（略称

：障スポ）
へ出場す
ることを
大城副知事に報告しました。
副知事は、メンバーやチーム関係
者へ祝福と激励の言葉を贈りました。
なお、同チームは障スポでも善戦
し、準優勝に輝きました。

沖縄県行政オンブズマンは、令和
6年度の運営状況報告を行いまし
た。令和6年度は244件の苦情相談
等を受け付けたほか、書面による苦
情申し立てにおいては、補助金の執
行体制や、苦情対応の遅れなどにつ
いて報告しました。
報告を受けた池田副知事は、県民

からの相談や苦情、要望などを真摯
に受け止めるとともに、行政オンブ
ズマンの意見を踏まえ、行政サービ
スの向上・改善に活かす考えを示し
ました。

ハワイ州ジョッシュ・グリーン知
事は10日に玉城知事を表敬訪問しま
した。11日には、ハワイ州知事一行
を迎え、沖縄ハワイ姉妹提携40周年
記念式典を開催しました。式典で
は、沖縄とハワイで40年間に築き上
げたさまざまな交流・協力関係に言
及し、玉城知事は「ハワイとの125

年続く絆は、絶やすことなく次世代
につなげてゆく」、グリーン知事は「共
通した歴史や価値観を有する沖縄と
のパートナーシップは重要である」
と述べ、今後も互いの交流を深める
ことを約束しました。

沖縄県県民栄誉賞・
沖縄県スポーツ指導者特別賞表彰式

沖縄県FIDバスケットボール連盟
女子チーム 大城副知事を訪問

行政オンブズマン令和6年度
運営状況報告

ハワイ州知事の表敬訪問・
沖縄ハワイ姉妹提携40周年記念式典

10月

1

10月

10・11

10月

14

10月

14

沖縄県の主な出来事県 政 フ ラ ッ シ ュ 2025
vol.6032025.10

グリーン知事に
記念品を贈呈す
る玉城知事

県を訪れた女子チームのメンバー

表彰式後の記念撮影

報告書を受け取る池田副知事

02  戦後80周年平和祈念事業　
世界のウチナーンチュを通じた平和啓発交流

03 県政フラッシュ
04  特集： 県職員の給与の状況
06  戦後80年 記憶と未来のタイムマシン　
［第８回　贈答品編］

08  沖縄県の地域外交について　
「 世界の島しょ地域とともに持続可能な発展を
図る国際協力・貢献拠点」の取組

 読者の声
09  県の動き１　
採用試験のQ＆A ～沖縄県職員への第1歩～

  県の動き２　
飲酒運転の根絶

10  Fun Fan Local  ［vol.8 与那国町］
 アンケート＆プレゼント　
11  県の動き３　
差別のない社会を実現するために

12 情報ひろば
14  県の動き４　
スマホアプリでちょっとした健康づくり

 広報課からのお知らせ

薄紫から青のグラデー
ションの夜空に星が瞬き、
本部半島と瀬底島をつな
ぐ瀬底大橋の灯りが夜の
海に光を落とします。
（撮影：はてるま こう）

「心落ち着く、夜の静けさ」
今月の表紙

人口・世帯の動き（2025年10月１日現在）

66万20世帯
※前月比414世帯増加

146万6,454人
※前月比229人増加

総人口 世帯数

3 美ら島沖縄 2025.12 医療的ケア児の学校生活を支える看護師
学校で看護師として働く



特 集

県
職
員
の
給
与
の
状
況

１
給
与
決
定
の
仕
組
み

人
事
委
員
会
は
、
毎
年
、
県
内
の
企
業

規
模
50
人
以
上
で
、
か
つ
、
事
業
所
規
模

50
人
以
上
の
民
間
事
業
所
の
給
与
実
態
を

調
査
し
て
、
県
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
勧

告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
勧
告
に
基
づ
き
、
県
議
会
の
審
議

を
経
て
、
条
例
に
よ
り
給
与
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

５
職
員
の
初
任
給
の
状
況
（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

８ 

特
別
職
の
給
与
な
ど
の
状
況

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

知
事
な
ど
の
特
別
職
の
給
料
や
、
県
議

会
議
員
の
報
酬
な
ど
は
、
県
内
各
界
の
代

表
者
ら
で
構
成
す
る
「
沖
縄
県
特
別
職
議

員
報
酬
等
審
議
会
」
の
答
申
な
ど
を
踏
ま

え
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６ 

職
員
の
平
均
給
与
月
額
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

議決
条例提案

勧告

民間給与 県職員給与

人事委員会

比較

給与条例改正

知　事 議　会

（前年度の人件費比率 24.2%）
人件費 2,176億円 … 25.9%

特別職報酬など .... 64億円
給料 ...................... 1,043億円
期末勤勉手当 ...... 422億円

職員手当 ................. 187億円
退職手当 ................. 125億円
共済負担金 ........... 300億円
その他 ......................... 35億円

歳出総額
8,391億円

警察 301億円

知事部局など 398億円

教育委員会 1,477億円

事業費など
6,215億円

74.1%

3.6%

4.7%

17.6%

※四捨五入の関係で合計と一致
　しない場合があります。

90

95

100

沖縄県 都道府県平均

97.8

99.7

98.1

99.8
99.6

令和４ 令和５ 令和６ 令和４ 令和５ 令和６（年度）

97.2

２
人
件
費
の
状
況
（
令
和
６
年
度
普
通
会
計
決
算
）

４
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の

給
与
水
準
を
示
す
指
数
で
す
。

３ 

職
員
数
の
状
況（
部
門
別
職
員
数
の
状
況
）

（
各
年
度
４
月
１
日
現
在
）

部門 令和５年度 令和６年度 対前年増減

普
通
会
計

一般行政
部門 4,125 人 4,037 人 -88 人

教育関係 16,674 人 16,882 人 208 人

警察関係 3,228 人 3,234 人 6 人

小計 24,027 人 24,153 人 126 人

公
営
企
業
会
計

病院事業 3,064 人 3,084 人 20 人

水道事業 228 人 238 人 10 人
下水道事業
ほか 104 人 104 人 0 人

小計 3,396 人 3,426 人 30 人

合計 27,423 人 27,579 人 156 人
※ 職員数は、一般職に属する職員数で地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

県
で
は
、
福
祉
、
教
育
、
商
工
、
土
木
、
農
林
水
産
、
警
察
な
ど
県
民
生
活
に
関
わ
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
携
わ
る
職
員
が
約
２
万
７
６
０
０
人
（
公
営
企
業
事
業
の
職
員
を
含
む
。）
い
ま
す
。
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問い合わせ 　人事課　電話：098-866-2090

５
職
員
の
初
任
給
の
状
況
（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

８ 

特
別
職
の
給
与
な
ど
の
状
況

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

知
事
な
ど
の
特
別
職
の
給
料
や
、
県
議

会
議
員
の
報
酬
な
ど
は
、
県
内
各
界
の
代

表
者
ら
で
構
成
す
る
「
沖
縄
県
特
別
職
議

員
報
酬
等
審
議
会
」
の
答
申
な
ど
を
踏
ま

え
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６ 

職
員
の
平
均
給
与
月
額
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

給料 手当 平 均
給与月額

平 均
年 齢

一般行政職

328,100 円328,100 円 69,520円69,520円 = 397,620 円 42.3 歳

現業職(運転士、用務員など)

331,800 円331,800 円 36,333円36,333円 = 368,133 円 55.9 歳

高等学校教育職

397,300 円397,300 円 50,440円50,440円 = 447,740 円 45.9 歳

小･中学校教育職

371,400 円371,400 円 45,156円45,156円 = 416,556 円 43.1 歳

警察職

344,500 円344,500 円 124,712円124,712円 = 469,212 円 39.9 歳

※ 平均給与月額は、令和７年４月分の給料と諸手当（扶養手当、時間
外勤務手当など）の合計を平均したものです。

７
職
員
の
手
当
の
状
況
（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

区分 沖 縄 県 国

一般行政職
大学卒 220,000円 220,000円

高校卒 188,000円 188,000円

現業職
（ 運転士、用務員
など）

高校卒 185,700円 -

高等学校
教育職

大学卒 246,300円 -

短大卒 222,200円 -

小･中学校
教育職

大学卒 246,300円 -

短大卒 225,500円 -

警察職
大学卒 251,800円 255,200円

高校卒 216,400円 216,400円
※採用前の経験年数により、加算される場合があります。

① 期末・勤勉手当の状況
区分 支給内容 国の制度

期 末 手 当 2.50月分 2.50月分

勤 勉 手 当 2.10月分 2.10月分

計 4.60月分 4.60月分

令和６年度平均支給額 1,646,491 円 －

② 退職手当の状況
区分 自己都合 応募認定・定年 国の制度

支
給
率

勤続25年 28.03950月分 33.27075月分

同勤続35年 39.75750月分 47.70900月分 

最高限度
支 給 率 47.70900月分 47.70900月分 

令 和 ６年度
平均支給額 6,920,171円 19,122,823円 －

③ 主要３手当の状況（扶養手当、住居手当、通勤手当）
内容 手当額（月額） 国の制度

扶
養
手
当

扶養親族（配偶者、
22歳に達する日以
後の最初の３月31
日までの間にある
子、60歳以上の父
母など）のいる職
員に支給

配偶者　 3,000円

同
子
（15～22歳の子１人
につき5,000円加算）

11,500円

父母など 6,500円

住
居
手
当

住居を借り受けて
いる職員に支給 28,000円まで 同

通
勤
手
当

通勤距離が２㎞以
上で、バスなどを
利用している職員
に支給

バスなど
オキカ利用などの価額
（ポイント還元分控除）

異
自家用車など

距離に応じ
2,300～40,000円

給料月額
および議員報酬

期末手当の
支給割合 計

知 事 1,230,000 円   ６月期

12月期

1.650月分

1.650月分
3.300月分

副 知 事 970,000 円   

議 長 980,000 円   

６月期

12月期

1.650月分

1.650月分
3.300月分副 議 長 840,000 円   

議 員 750,000 円   

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
沖
縄
県
職
員
の
給
与

状
況
」の
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

特 集

県
職
員
の
給
与
の
状
況

１
給
与
決
定
の
仕
組
み

人
事
委
員
会
は
、
毎
年
、
県
内
の
企
業

規
模
50
人
以
上
で
、
か
つ
、
事
業
所
規
模

50
人
以
上
の
民
間
事
業
所
の
給
与
実
態
を

調
査
し
て
、
県
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
勧

告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
勧
告
に
基
づ
き
、
県
議
会
の
審
議

を
経
て
、
条
例
に
よ
り
給
与
が
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

５
職
員
の
初
任
給
の
状
況
（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

８ 

特
別
職
の
給
与
な
ど
の
状
況

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

知
事
な
ど
の
特
別
職
の
給
料
や
、
県
議

会
議
員
の
報
酬
な
ど
は
、
県
内
各
界
の
代

表
者
ら
で
構
成
す
る
「
沖
縄
県
特
別
職
議

員
報
酬
等
審
議
会
」
の
答
申
な
ど
を
踏
ま

え
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６ 

職
員
の
平
均
給
与
月
額
お
よ
び
平
均
年
齢
の
状
況

（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

議決
条例提案

勧告

民間給与 県職員給与

人事委員会

比較

給与条例改正

知　事 議　会

（前年度の人件費比率 24.2%）
人件費 2,176億円 … 25.9%

特別職報酬など .... 64億円
給料 ...................... 1,043億円
期末勤勉手当 ...... 422億円

職員手当 ................. 187億円
退職手当 ................. 125億円
共済負担金 ........... 300億円
その他 ......................... 35億円

歳出総額
8,391億円

警察 301億円

知事部局など 398億円

教育委員会 1,477億円

事業費など
6,215億円

74.1%

3.6%

4.7%

17.6%

※四捨五入の関係で合計と一致
　しない場合があります。

90

95

100

沖縄県 都道府県平均

97.8

99.7

98.1

99.8
99.6

令和４ 令和５ 令和６ 令和４ 令和５ 令和６（年度）

97.2

２
人
件
費
の
状
況
（
令
和
６
年
度
普
通
会
計
決
算
）

４
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の

給
与
水
準
を
示
す
指
数
で
す
。

３ 

職
員
数
の
状
況（
部
門
別
職
員
数
の
状
況
）

（
各
年
度
４
月
１
日
現
在
）

部門 令和５年度 令和６年度 対前年増減

普
通
会
計

一般行政
部門 4,125 人 4,037 人 -88 人

教育関係 16,674 人 16,882 人 208 人

警察関係 3,228 人 3,234 人 6 人

小計 24,027 人 24,153 人 126 人

公
営
企
業
会
計

病院事業 3,064 人 3,084 人 20 人

水道事業 228 人 238 人 10 人
下水道事業
ほか 104 人 104 人 0 人

小計 3,396 人 3,426 人 30 人

合計 27,423 人 27,579 人 156 人
※ 職員数は、一般職に属する職員数で地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

県
で
は
、
福
祉
、
教
育
、
商
工
、
土
木
、
農
林
水
産
、
警
察
な
ど
県
民
生
活
に
関
わ
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
携
わ
る
職
員
が
約
２
万
７
６
０
０
人
（
公
営
企
業
事
業
の
職
員
を
含
む
。）
い
ま
す
。
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記憶と未来の戦後80年

パ
パ
の
部
屋
を
キ
レ
イ
に

掃
除
し
よ
う
ニ
ャ
！

こ
の
辺
は

い
た
だ
き
物
を
飾
っ
て

い
る
み
た
い
だ
ニ
ャ

そ
う
だ
ニ
ャ
〜

そ
の
通
り
！

王
府
の
料
理
人
が

中
国
の
お
菓
子
作
り
を

学
ん
で
生
み
出
し
た
ニ
ャ

明
朝
や
清
朝
と
の
交
易
の
主
な
輸
出
品
は

硫
黄
や
馬
︑泡
盛
だ
っ
た
ん
ニ
ャ

明
朝
や
清
朝
と
の
交
易
の
主
な
輸
出
品
は

硫
黄
や
馬
︑泡
盛
だ
っ
た
ん
ニ
ャ

そ
の
後
︑中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
と
の

交
易
が
盛
ん
に
な
り
︑漆
器
な
ど

沖
縄
の
伝
統
工
芸
品
も

発
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ニ
ャ

ち
ん
す
こ
う
も

琉
球
王
国
時
代
に
で
き
た
っ
て

聞
い
た
こ
と
あ
る
よ
！

贈
り
物
と

い
え
ば

お
歳
暮
が

届
い
た
ニ
ャ

飛びすぎ
ニャ！

今
年
の
お
歳
暮
は

何
か
な
～
！！

や
っ
た
～
～
！

な
ん
だ
ろ
～
！？

年
末
に
向
け
て

家
の
大
掃
除
を
す
る
二
人

こ
の
シ
ー
サ
ー
も

キ
レ
イ
に
し
よ
う
！

パ
パ
は
い
ろ
ん
な

贈
り
物
を

も
ら
う
ん
だ
ね
～

よ
し
！

見
に
行
く
の
ニ
ャ

東南アジア東南アジア

中国（明）

日本
琉球

硫
黄

那覇

福州

北京

アユタヤ
マラッカマラッカ

下
に
敷
い
て
あ
る
織
物
も

キ
レ
イ
に
す
る
か
！

ど
こ
の

お
土
産
な
の

か
ニ
ャ
ー
？

今
日
は

ど
こ
行
く
の
？

楽
し
み
～

イ
エ

ー
イ
！

贈
答
品
が

と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
来
た
ん
だ
ニ
ャ
！

沖
縄
は
外
国
と
の

貿
易
で
発
展
し
て

来
た
け
ど
・・・

小学4年生。
平和主義者。
パイン好き。

イリオモテヤマネコ。
特殊な機器を取り
付けると、なんでも
タイムマシンに変え
られる。

タ
マ

ヘ
イ
ワ

第８回　贈答品編

★
１
年
の
締
め
く
く
り
は
、す
べ
て
の
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
。
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明
朝
へ
の
贈
答
品
は

硫
黄
と
馬
が
メ
イ
ン
？

膨
大
な
外
交
文
書
が
収
録
さ
れ
た
史
料

「
歴
代
宝
案
」
に
は
、
琉
球
王
朝
を
中
心

と
し
た
時
代
に
、
琉
球
が
活
発
に
交
易
を

行
っ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
琉
球
は
明
朝
と

の
交
易
で
、
主
に
馬
や
硫
黄
を
進
貢
品
と

し
て
贈
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
琉
球
の
中
山
王
か
ら

シ
ャ
ム
（
現
在
の
タ
イ
）
の
国
王
に
向
け
、

贈
り
物
を
持
た
せ
て
使
者
を
送
っ
た
際
の

手
紙
に
は
、「
贈
り
物
を
持
た
せ
て
感
謝

の
思
い
を
伝
え
る
の
で
受
け
取
っ
て
欲
し

い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、「
陶
磁

器
を
持
参
す
る
の
で
シ
ャ
ム
の
胡
椒
と
、

蘇
木
（
主
に
染
料
と
し
て
使
わ
れ
た
）
と

の
公
平
な
交
易
を
許
可
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
」
と
い
う
お
願
い
も
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
手
紙
の
最
後
に
は
「
贈
り
物
一
覧
」

と
し
て
、
織
物
、
腰
刀
、
青
磁
の
皿
、
硫
黄

を
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
ず
つ
贈
る
、
と
い
う

記
述
も
あ
り
、
実
際
の
交
易
の
様
子
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昔
の
贈
り
物
リ
ス
ト
は

ロ
マ
ン
が
あ
っ
て

興
味
深
い
ニ
ャ

交
易
を
通
し
て
発
展
し
た

沖
縄
の
伝
統
工
芸

明
や
清
と
の
貿
易
に
よ
り
一
大
貿
易
中

継
地
点
と
し
て
成
長
し
た
琉
球
は
、「
万

国
津
梁
」
を
う
た
う
ほ
ど
の
世
界
の
架
け

橋
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
期
に
発
展
し
た

の
が
、
沖
縄
の
漆
器
。
14
〜
15
世
紀
頃
に

中
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
情
報
や
技

術
が
入
っ
て
き
た
こ
と
で
本
格
的
に
発
展

し
、
中
国
や
日
本
へ
献
上
品
と
し
て
贈
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
代
で
は
着
物
の
ほ
か
、
贈
答

用
の
小
物
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
紅
型

も
、
交
易
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
イ
ン
ド

更
紗
、
ジ
ャ
ワ
更
紗
、
中
国
の
型
紙
に
よ

る
花
布
な
ど
か
ら
技
法
を
取
り
入
れ
生
ま

れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
交
易
は
沖
縄
の
工

芸
の
発
展
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
祝
い
や
お
も
て
な
し
で

生
ま
れ
た
琉
球
菓
子

「
ち
ん
す
こ
う
」
は
、
も
と
は
王
族
や

貴
族
の
お
祝
い
事
の
お
菓
子
と
し
て
琉
球

王
国
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
柑
橘
類
を
主
原
料
と
し
た

お
菓
子
「
き
っ
ぱ
ん
」
は
、
中
国
か
ら
冊

封
使
が
来
た
際
に
、
お
も
て
な
し
料
理
と

し
て
提
供
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
。
琉

球
を
代
表
す
る
お
菓
子
は
今
の
時
代
も
沖

縄
自
慢
の
贈
答
品
で
す
。

沖
縄
で
喜
ば
れ
る

お
歳
暮
と
は
？

自
分
で
は
な
か
な
か
買
わ
な
い
特
別
感

の
あ
る
食
品
や
、
逆
に
い
く
つ
あ
っ
て
も

困
ら
な
い
普
段
使
い
し
や
す
い
も
の
な
ど
、

お
歳
暮
選
び
は
相
手
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
つ
い
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

県
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る

と
、
沖
縄
県
内
で
贈
り
合
う
場
合
、
人
気

な
の
は
、
お
米
と
ツ
ナ
缶
だ
そ
う
で
す
。

お
米
は
全
国
的
に
も
贈
ら
れ
る
機
会
が
多

そ
う
で
す
が
、
ツ
ナ
缶
が
多
く
選
ば
れ
る

の
は
他
府
県
で
は
珍
し
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
お
歳
暮
の
商
品
選
び
で
も
、
地

域
の
特
色
が
見
え
て
き
ま
す
。

お
菓
子
も
人
気
が

あ
る
よ
〜
♪

１
年
の
中
で
感
謝
を
伝
え
る
機

１
年
の
中
で
感
謝
を
伝
え
る
機

会
が
も
っ
と
も
多
い

会
が
も
っ
と
も
多
い
1212
月
。
そ

月
。
そ

の
時
に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
の

の
時
に
一
役
買
っ
て
く
れ
る
の

が
贈
答
品
で
す
。
そ
の
歴
史
は

が
贈
答
品
で
す
。
そ
の
歴
史
は

琉
球
王
国
の
時
代
ま
で
さ
か
の

琉
球
王
国
の
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
沖
縄
は
諸
外
国
と

ぼ
り
ま
す
。
沖
縄
は
諸
外
国
と

の
交
易
で
特
産
品
を
贈
り
合
う

の
交
易
で
特
産
品
を
贈
り
合
う

こ
と
で
、
琉
球
の
力
を
示
し
つ

こ
と
で
、
琉
球
の
力
を
示
し
つ

つ
相
手
国
と
友
好
関
係
を
築
き
、

つ
相
手
国
と
友
好
関
係
を
築
き
、

経
済
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

経
済
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。

し
た
。 お歳暮 

年の暮れが近づくと、お世話になった方々へ、今年１年の感謝
の気持ちと来年も変わらぬ関係が続くことを願い、「お歳暮」を
贈ります。古くは神様や祖先へのお供物をする行事だったと言
われています。贈る相手を想い、品物を選ぶ時間も大切に。

今月のピックアップ

今はおやつとして人気のちんすこう
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１

２
沖縄県では、全人身事故に占める飲酒絡み事故の構

成率が全国平均の約2.7倍で、令和３年から４年連続
で全国ワースト、飲酒絡み死亡事故の構成率について
も２年連続全国ワーストと、県内における飲酒運転を
取り巻く情勢は極めて厳しい状況となっています。
また、本年９月末時点での県内における飲酒絡み人

身事故は44件（前年同期比-６件）、飲酒運転検挙件数
は746件（前年同期比-221件）と前年に比べ減少して
いるものの、構成率は依然として高い水準で推移して
おり、飲酒絡みの死亡事故
も２件発生するなど、極め
て憂慮すべき状況にあります。

飲酒運転の代償

【罰則】
● 酒酔い運転の場合… 
      ５年以下の拘禁刑又は100万円以下の罰金
● 酒気帯び運転の場合… 
      ３年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金
【生活面での代償】
● 事故による多額の賠償
● 免許取消しによる職を失う可能性
● 運転免許の再取得のための費用（約35万円）

重大事故に直結する悪質・危険な飲酒運転は、運転
者本人だけでなく、お酒を提供した人や運転させた人、
同乗した人も厳しく罰せられます。
「飲酒運転は絶対にしない」、「飲酒運転を絶対にさ
せない」という強い意志を持ち、大切な家族や友人な
どを飲酒運転による悲惨な事故の被害者や加害者にし
ないよう、適正飲酒を心掛け、家族、同僚、仲間同士
で声かけを行うなど、飲酒運転根絶運動を推進しま
しょう。

　   どんな種類の試験がある？
　   試験は７種類あります（R７時点）。

県人事委員会が実施する試験は以下のとおりです。
・大学卒業程度：上級、上級（特別枠）、警察官A
・短期大学卒業程度：中級
・高校卒業程度：初級、警察官B
・障害者を対象とした選考試験
※「〇〇卒程度」とは「試験のレベルが〇〇卒程度」という意味

　   学歴に制限はある？
　   制限が“ある”試験と“無い”試験があります。

初級と警察官Ａ・Ｂの採用試験には学歴制限がありま
すが、その他試験（上級・上級(特別枠)・中級・障害
者対象の選考試験）には学歴制限はありません。

　   何歳まで受験できる？
　   試験の種類によって年齢の制限が異なります。

県人委員会Webサイトで試験計画または試験案内をご
覧ください。

　   県外出身者は試験に不利？
　   県外出身かどうかは合否に関係ありません。

出身地はもちろん、出身学校、年齢、性別などによる
有利、不利はありません。

県人事委員会では職員の採用試験を毎年実施しています。
今回は、Ｑ＆Ａ形式でご紹介します。採用試験を考えるきっかけになれば

うれしいです。

採用試験Ｑ＆Ａ

問い合わせ 　県人事委員会事務局総務課　電話：098-866-2545

採用試験のＱ＆Ａ  ～沖縄県職員への第１歩～

飲酒運転の根絶

問い合わせ 　警察本部交通企画課　電話：098-862-0110

県人事委員会
ホームページ

飲酒運転のない安全で安
心な美ら島・沖縄県の実現
に向けて県民一丸となって
「飲酒運転をしない、させ
ない、ゆるさない」気運を
高めていきましょう。

沖
縄
県
の
地
域
外
交
に
つ
い
て

県
で
は
、「
沖
縄
県
地
域
外
交

基
本
方
針
」
に
お
い
て
、「
世
界

の
島
し
ょ
地
域
と
と
も
に
持
続
可

能
な
発
展
を
図
る
国
際
協
力
・
貢

献
拠
点
」
の
形
成
を
、
目
指
す
べ

き
姿
の
一
つ
と
し
て
示
し
て
お
り
、

こ
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
オ
共
和
国
と
水
産
分
野

の
取
組

令
和
４
年
に
県
は
パ
ラ
オ
共
和

国
と
締
結
し
た
、
友
好
関
係
の
強

化
に
関
す
る
覚
書（
M
O
U
）に
基

づ
き
、
水
産
分
野
の
技
術
協
力
と

し
て
専
門
家
を
派
遣
し
、
漁
業
組

合
へ
の
技
術
指
導
、加
工
・
流
通
に

関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
1
月
に
は
農
林
水
産
部
長

が
パ
ラ
オ
を
訪
問
し
、
今
後
の
技

術
支
援
に
つ
い
て
農
業
・
漁
業
・

環
境
大
臣
と
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
現
地
の
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
和
分
野
・
人
材
育
成
の
取
組

今
年
は
、
戦
後
80
年
の
節
目
の

年
で
す
。
県
で
は
J
I
C
A
沖
縄

と
連
携
し
、
県
内
の
教
員
を
パ
ラ

オ
へ
派
遣
し
て
、
平
和
教
育
の
モ

デ
ル
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

平
和
を
希
求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ

ろ
」
を
国
内
外
へ
発
信
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
高
校
生
10
名
の

パ
ラ
オ
派
遣
も
実
施
し
、
現
地
の

戦
跡
視
察
や
高
校
生
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
戦
前
の
沖
縄
か
ら
太
平

洋
島
し
ょ
国
へ
の
移
民
や
、
現
地

の
戦
争
の
歴
史
、
平
和
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

環
境
分
野
で
の
連
携

6
月
、
国
連
開
発
計
画（
U
N
D
P
）

の
訪
日
研
修
の
一
環
で
、
太
平
洋

島
し
ょ
国
の
政
府
関
係
者
24
名
が

沖
縄
県
を
訪
問
し
、
県
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
風
力
発
電
や
海
洋

温
度
差
発
電
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
各

国
代
表
か
ら
は
、
沖
縄
の
技
術
を

自
国
の
発
展
に
活
か
し
た
い
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

地
域
外
交
の
推
進

県
は
「
世
界
の
島
し
ょ
地
域
と

と
も
に
持
続
可
能
な
発
展
を
図
る

国
際
協
力
・
貢
献
拠
点
」
の
形
成
に

向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
沖
縄
が
島
し
ょ
地
域
と
し
て

培
っ
た
知
見
を
活
か
し
、J
I
C
A

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
国
際
的
課
題
の
解
決
に
向
け

た
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「世界の島しょ地域とともに持続可能な
発展を図る国際協力・貢献拠点」の取組

Vol. 4

問
い
合
わ
せ
　

平
和
・
地
域
外
交
推
進
課　

電
話
：
０
９
８-

８
９
４-

２
２
２
６

平和教育モデル事業

平和教育に関するセミナー

多良間村可倒式
風力発電視察

県農林水産部　パラオ訪問

読
者
の
声
〈
美
ら
島
沖
縄
10
月
号
〉

「
美
ら
島
沖
縄
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た

だ
い
た
内
容
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
美
ら
島
沖
縄
」の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

美ら島沖縄 

表
紙

●
毎
月
表
紙
が
美
し
く
、つ
い
つ
い
手
に
取
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

特
集
：
進
む
首
里
城
正
殿
の
復
元

●
首
里
城
正
殿
復
元
が
非
常
に
待
ち
遠
し
く
、

寄
付
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、新
聞
の
記
事
も
く

ま
な
く
読
み
ま
す
。
正
殿
の
各
部
分
の
名
称
を

興
味
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戦
後
80
年 

記
憶
と
未
来
の
タ
イ
ム
マ
シ
ン

●
県
内
ス
ポ
ー
ツ
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ

た
の
で
す
が
、興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。
同
郷

な
の
に
県
出
身
メ
ダ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
全
く
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
！

Fun Fan Local ﹇
竹
富
町
﹈

●
ト
リ
ビ
ア
を
み
て
、ぜ
ひ
子
供
た
ち
を
竹
富

に
連
れ
て
い
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
！

県
の
動
き

●
政
策
の
周
知
や
生
活
に
関
す
る
情
報
が
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
す
。

沖
縄
県
の
地
域
外
交
に
つ
い
て

●
今
後
も
ア
ジ
ア
を
中
心
に
県
の
地
域
外
交
の

取
組
が
進
ん
で
行
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

情
報
ひ
ろ
ば

●
ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、非
常

に
わ
か
り
や
す
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想

●
沖
縄
で
暮
ら
す
外
国
の
方
々
が
思
う
、沖
縄

の
好
き
な
点
や
戸
惑
う
点
な
ど
を
知
り
た
い
。

●
県
内
の
色
々
な
情
報
を
知
れ
る
の
で
良
い
。
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